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会長の実刑も無関係ではない。8 月 7 日に事実上サムスングループのトップである李在鎔
(イ・ジェヨン)副会長に特別検察チームは崔順実ゲート事件から発覚された賄賂供与と特定
経済犯罪加重処罰法上の横領および財産国外逃避、犯罪収益隠匿規制および処罰法違反、国








が 1 審で懲役 5 年が宣告されたことに対して反財閥世論を意識した判決だとコメントした。



























第 2章 反企業的感情 
反企業的感情（韓国では反企業情緒）は経済関係の報道で頻繁に使われる用語である。韓
国は急速な経済成長の裏面に現れた政経癒着、企業の脱税行為、一族経営などにより反企業
的感情が特に高いと知られている。(Hwang, I.H. & Song, Y.J., 2013; Yoon, Y. & Choi, J.H., 
2015) 反企業的感情という用語は NAVER ニュース検索基準で 2016 年は 904 件、2017 年








もなったと言える。例えば大韓商工会議所と現代経済研究院は 2003 年から 2014 年下半期ま
で企業好感指数(CFI: Corporate Favorite Index)を発表してきた。2011 年から落ち続き、




























が先ほど少し述べた大韓商工会議所と現代経済研究院は 2003 年から 2014 年下半期まで発表
してきた企業好感指数である。 
その中、2017 年の韓国経済新聞が 1039 名に対して行った世論調査の結果を見ると最近反
企業的感情が誰を対象に捉えられているのかが良く分かる。反企業的感情の言葉の中で企業
を意味する対象を聞く質問に対して大企業が 39.59％で最も高かった。財閥と総帥は 26.34％















































ーチしたのである(Yoon, Y., 2014; Yoon, Y. & Choi, Y. J.; Hwang, I.H., 2015)。Hwang, 
I.H.(2015)は反企業的感情が個人の理念と関係なく、企業の本質や市場に対する理解と知識
などにより影響を受けるため、理念や感性よりも知識と情報の問題でアプローチした方が効













の‘企業倫理評価(Corporate ethics)’のランキングで 2016 年 137 ヵ国の中で韓国は 98 位









したため、企業が倫理意識を基盤とした経営哲学を樹立できなかった(Yoon, Y. & Choi, Y. J., 
2015) 。この過程で生じた政経癒着と経営権の世襲、財閥の存在なども韓国国民の反企業的









































と、1970 年代年間、4 紙合計で十数件だったものが、1991 年を境に急増し、2000 年代に
は 1 万件以上を超えるようになっている。（駒橋, 2007）、一件の“不祥事”に対する報











う(Hwang. I.H, 2015)。 
 





























出所： 2012 Entrepreneurship in the EU and beyond 
 




















































価された。まず 1960 年 4.19 革命以降、主要な大資本家と企業は不正蓄財疑惑で世論と政治
権力から叩かれた(Seo, J.J., 1991; Hong, D.R., 1996)。企業家の企業形成及び成長過程に対し














(Song. W.G & Lee. S.H, 2005; Yoon. S.W, 2005; Choi. J.J, 2010)。盧泰愚政府時代、大企業は
金融実名制、金産分離、財閥所有の不動産売却などの自分たちの利害と衝突する政策に対し
て強く抵抗した(Lee. J.K, 1995)。 金泳三政府は韓国経済の国際競争力強化と世界化におい
て大企業は邪魔だと考えた。1997 年の経済危機をきっかけに財閥は韓国経済と韓国人の生

















LG などの 10 代財閥の売上規模は韓国 GDP の 84％だと報道した。特に特定企業による依存
度はかなり高くて 2015 年 IMF の調査によるとサムスン電子の売上高 1959 億万ドルで韓国










民としては全然経済が改善されたと実感できなかった。2016 年 OECD 幸福度調査をみると
韓国の幸福度は 28 位で 2014 年 25 位から落ちる一方である。OECD の労働指標を通貨危機
だった 1997 年と比較してみると雇用率は 63.7％から 66.1％に上がったのにも関わらず 17 位
から 20 位に落ちた。失業率 2.7％から 3.8％で 2 位から 3 位であり、上位を維持したように
みえるが非経済活動人口が 31.3％で他の OECD 国家(日本 23.1％、イギリス 21.8％、スイス
16.1％)より高いからである。実際就職の指数ともいえる青年層の失業率は 8.6％で OECD
平均の 3 倍である。また労働時間も年間 2069 時間(31 位)を超えるほど OECD 平均を 300
時間以上超過し、ずっと下位圏を維持した。年間平均賃金の場合も 1997 年 2 万 5 千 638 ド
ルから 2016 年には 3 万 2 千 399 ドルまで上がった。しかし、OECD 平均にはまだ至らない







































第一節 財閥 3世における不祥事問題 
第一項 SK 
2010 年に 10 月に韓国財界 3 位である SK グループの不祥事で、SK グループ 2 代目崔泰源
会長の従妹である崔哲源氏(当時 M&M 社代表)が起こした事件である。殴り代事件とも呼
ばれるこの不祥事は大ヒット映画「ベテラン」(観客動員数 1300 万人)のモティーフにもな
って世間の注目を集めた。その当時 M&M 社は M&A で会社を買収し、その過程で雇用継







ムバットで 10 発余り殴られた。崔哲源氏は「1 発につき 100 万ウォン」と言ってユ氏に暴




クローリーを 5000 万ウォンで買い取るという契約でもう一つが「殴り代 2000 万ウォン」と
いうことだった。ユ氏は事件が発生してから 1 ヵ月後に告訴した。当時 1 審では崔哲源氏に








は殴り代事件が起こる 3 カ月前である 2010 年 7 月にユ氏に対して業務妨害、交通妨害、名
誉棄損、脅迫などの容疑で告訴していた。殴り代事件後、名誉棄損と脅迫は取り下げたが、
業務妨害と交通妨害の容疑は残っていて当時ソウル中央地方検察庁刑事 4 部長だったバク・
チョル部長検事が 2011 年 3 月にユ氏に対して業務妨害と一般交通妨害の疑いで在宅起訴し
た。バク・チョル部長はその件が終わった頃に辞表を出し、その後 SK 建設の専務取締役倫
理経営部門長として就任した。現在も SK ケミカル及び SK ガスの倫理経営部門長を勤めて
いる。もちろん当時バク・チョル部長の迎え入れは波紋を呼んだが、SK 側は倫理経営を強
化するためだと語った。実はその前からは他の訴訟もあったため、検事出身を採用していた



































発覚されて問題はより悪化させた。結局 2014 年 12 月 30 日に趙顯娥氏が航空保安法上、航
空機安全阻害暴行罪と航空保安法違反などの罪で逮捕された。最終的には趙顯娥氏の疑いは



































































ある。2016 年基準に売上規模が約 4 兆 7 千億円で韓国を代表する企業にもなった。今ハン










その中、金昇淵会長の三男の金ドンソン氏が 2017 年に 2 回も暴行事件を起こした。実は














































年代に世代交代し、財閥 2 世に世襲された。2 世たちが就任してから 20 年以上時間が過ぎ
















ら、2016 年には現代家の 3 世である現代 BNG スチールの鄭日宣社長もデリムコーポレーシ







































ホシギ 2 羽チキンは報道後前年度と比べ売上高が 40％減少した。ミスターピザの場合は急












































































任に対する見解(Bowen, 1953; Davis, 1973; Mason, 1960)を統合した Carroll(1979)は企業に
おける責任を四つの分野に分けて定義した。つまり経済的(Economic)、法的(Legal)、倫理
的(Ethical)そして慈善的(Philanthropic)責任を果たさなければならないと主張した。一方



















特に Carroll(1991)ははじめにすべての基盤となる 1 段階の経済的責任、そして経済的責
任と当時に果たさなければならないと期待されることとして、法律に違反していないかどう
かを図るため、2 段階の法的責任を挙げた。その次に公正さや利害関係者を考慮して行動す







任意的責任(discretionary responsibility)だと語った(Carroll, 1991)。 
 
図表３：The Pyramid of Corporate Social Responsibility 
 
出所: The Pyramid of Corporate Social Responsibility : Toward the moral management of organization 








た 255 社の中で 45 社は経常利益が赤字だったにも関わらず社会貢献活動を続けたこともそ
の延長線上で考えられる。その背景として一つは企業の社会貢献活動消費者に対して企業の
イメージを向上させ、さらに企業の競争力を高めることができるからである(Porter & 
Kramer, 2002)。産業政策研究院と東亜日報が 2013 年から CSV ポーター賞を設けたり、各
大企業が CSR 委員会や社会貢献チーム以外に CSV チームを設置したりするほどポーターの 
CSV 理論が企業に浸透された。しかしそれでも反企業的感情が根強いということは慈善的
責任の以前の下位段階での問題がある可能性が高い。 















第 5章 結論 
韓国企業は韓国社会から正当性を得られず反企業的感情という壁に直面している。しかも








グローバル 500 の中で 37％が同族経営である。しかも同族経営は非同族経営より業績も良

























神・開発研究所(以下 GEDI)が発表によると‘2017 グローバル起業家精神指数(以下 GEI)報
告書’で韓国は世界 137 ヵ国の中で 27 位である。数字だけでは悪くないように見えるかも





































また同族経営はもろ刃の剣であることを考えなければならない。1997 年 IMF 通貨危機の












2017 年売上高が前期比 18.7%増の 239 兆 6 千億ウォン(約 25 兆 4 千億円)で、本業のもうけ
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